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コネクタは小さな電子部品であり、目立たない存在です。

目立たないけれど、重要な部品です。

コネクタがつなぐことによって、電子機器の機能・利便性を大きく向上させることができます。

私たちはコネクタを通じて、もっと豊かな未来・つながる世界を実現できると信じています。

ヒロセグループは社内外の英知を結集させた「NEWな」コネクタを創り、

様々な課題解決への提案を続けます。

世界をつなぐ、 未来をつなぐ

イントロダクション

▶株主通信（報告書）　
https://www.hirose.com/corporate/ja/ir/report/

▶社会環境報告書　　
https://www.hirose.com/corporate/ja/csr/er/

▶コーポレート・ガバナンス報告書　
https://www.hirose.com/corporate/ja/csr/management/

▶︎統合報告書　　
https://www.hirose.com/corporate/ja/ir/integrated-report/

▶有価証券報告書／四半期報告書　　
https://www.hirose.com/corporate/ja/ir/securities_report/

▶決算説明会資料　
https://www.hirose.com/corporate/ja/ir/frp/

▶決算短信　
https://www.hirose.com/corporate/ja/ir/financial_results/

 報告書のご案内

 各種報告書の位置づけ

▶個人投資家の皆様へ　
https://www.hirose.com/product/jp/pr/individual/

▶ガバナンス　
https://www.hirose.com/corporate/ja/csr/management/

▶社会的責任　
https://www.hirose.com/corporate/ja/csr/sr/

▶環境責任
https://www.hirose.com/corporate/ja/csr/er/
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“つなぐ力”で未来社会を共創する
ありたい姿

「 企 業 理 念 」と「 H I R O S E  P h i l o s o p h y 」の 実 践 により目指 す 先 の 姿 で す 。
共創パートナーの輪をグローバルに拡げ、新しい技術や製品を社会に供給することを通じて
あらゆる人 が 暮らしや す い 未 来 社 会 の 構 築 に 貢 献して いきます 。

英知をつなげる小さな会社
企業理念

自らを「 小 」と捉え素 直 に 謙 虚 に 学 び 、明日へ のさらなる成 長 に 向 け
社 内 外 の 英 知を結 集し、つなぐビジネスで 進 化して いく。
ヒロセグル ープ の 根 幹 にある「 不 変 の 理 念 」で す 。

HIROSE Philosophy
考え方の軸・行動の軸

ヒロセグル ープ が 継 続 成 長して いくた め 、「 企 業 理 念 」を具 体 化したもの が
6 つ の 価 値 観 で 構 成される「 H I R O S E  P h i l o s o p h y 」になります 。
企 業 活 動 す べ て の 土 台となる「 考え方 の 軸・行 動 の 軸 」で す 。

　「英知をつなげる小さな会社」は実質創業者の酒井秀樹の実体験から生まれました。1952年に入社し
た酒井は一人だけの技術部を任され、得意先や協力会社、ときには競争相手に教えを請いながら1957
年に日本初の純国産コネクタを開発しました。1960年代に酒井は海外コネクタメーカーを訪問する機会
を得ます。規模・売上ともに圧倒的に大きいライバルを見て、酒井は「開発は自社で、製造は外作で」とい
うファブレス戦略を打ち出します。日本にはこの戦略を支える優秀な専門企業群があり、自前主義よりも
パートナーと協力することを選択しました。
　この企業理念は、時代が変わっても「今が一番小さい状態である」という思いを忘れず、素直に謙虚で
あり続け、パートナーと共に成長を目指すというヒロセグループの根底にある思想です。 酒井秀樹

 企業理念の原点
継続成長を目指していくために一人ひとりが目線を高くして

目標を掲げ、新しいことにチャレンジし続ける

世界を広く見渡して、社内外の英知を積極的につなげ
コミュニケーションとチームワークで新たな価値を生み出していく

顧客と市場のニーズを読み抜き、ヒロセグループならではの価値を持った
製品とサービスを提供することで、高い満足と信頼を獲得する

顧客に貢献する差異化コンセプトを創り出し、競合に先駆けて
顧客がまさに望むタイミングで価値を提供する

自らを「小」と捉え、素直に謙虚に学び
今日よりも大きな明日へと限りない成長を目指す

最大の成果をあげる意識を持ち、我が事でやり切ることで一人ひとりが成長していく
その「強い個」が集まったチームで、生産性の最大化を目指す

ハイフライヤーであり続ける

英知をつなぐ

高付加価値

先行、先端、差異化

スモールの思想

少数精鋭

企 業 理 念
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企業理念



コ ネ ク タ の 貢 献

サステナブル社会の実現に貢献します！

　スマートフォンをはじめとした電子機器は、「モジュール」といわれる機能部品の組み合わせで成り立っています。コネクタは
これらモジュールを電気的・機構的に「つなぐ」役割を果たします。機器に新たな機能が追加されると、一般にモジュールも増加し、
それに伴って新たなコネクタ接続が必要になります。私たちの顧客である機器メーカーはコネクタを用いることで、モジュール
をつないで機器を組み立て、またモジュールの組み合わせを変えて機器のバリエーションを容易に増やすことができます。

　社会をより良くするデジタル機器の多くは、様々なモジュールをコネクタによって組み立てることで成り立っています。
コネクタによる組立ができるということは、機器を一ヶ所で集中生産する必要がなくなり、各モジュールを世界各地かつ
複数メーカーで分担して生産することが可能になります。これにより各国・各社は自らが得意とする領域にリソースを集
中して、イノベーションをもたらしてきました。
　さらにコネクタによってモジュールの追加接続が可能なため、これまで積み上げてきた設計思想や既存資産を活用しつ
つ、機能拡張を行うことができます。近年普及した自動ブレーキ搭載車が好例です。既存の「走る・曲がる・止まる」機能に、
センサー・カメラや制御ユニット等の新たなモジュールを追加することで自動ブレーキ機能は実現されています。既存の
自動車の構造を活かしつつ、新たに機能を拡張しており、こうした進化を続けることで自動運転車の実現へと近づいてい
きます。コネクタによる機器・モジュールの組み合わせは、技術革新の橋渡しの役割を担ってもいるのです。

　コネクタは工具を使わずに、簡単につなぐ・切り離すことができるように工夫された接続部品です。工場での自動化貢献
はもちろんですが、インフラや住宅設備などの現場での手作業が必要な領域においても、重要な役割を果たしています。現
場作業では大電流・高電圧を扱う危険な作業や、ネジ締めの力の調整等の熟練スキルが必要とされることがあります。しか
し、昨今の少子高齢化やインフラ一斉老朽化等を背景とし、これらを担う現場作業者の不足は深刻な課題となっています。
コネクタは接続部品であることから操作性向上の技術進化を続けており、作業簡素化による効率化や感電対策のロック機
構等の安全策が施されています。課題である労働力不足の解消や働きやすさの向上への貢献が期待され、人々がより高付
加価値な仕事へシフトするためにコネクタの重要性は増しています。

　現在の世界が抱える大きな環境課題は、「循環型社会の実現」と「気候変動対策」です。コネクタの「つなぐ・切り離す」機能は、
一部のモジュールだけを交換することを可能とします。これによって修理・メンテナンス性を高めて機器を再利用できるた
め、廃棄物の削減と機器の長寿命化につながります。皆さんの身近にある電子機器のバッテリー交換などがその好例です。
　また、コネクタは電気の通り道となる接続部品です。気候変動対策においては、CO2を多く排出する化石燃料から電気へ
のエネルギー転換が重要施策の一つとなっています。EVを代表とする電化の進展に伴い、機器・設備の構造も電動・電子化
され、電気接続部品であるコネクタが求められます。この大きな社会変化はあらゆる市場の機器・設備に変化をもたらし、
それを支える部品としてコネクタは進化しつづけています。

スマートフォンを
構成するモジュール
⃝ディスプレイ
⃝カメラ
⃝バッテリー
⃝アンテナ
⃝タッチパネル
⃝指紋センサー
⃝スピーカー
⃝マイク
⃝サイドキー
⃝外部インターフェース
　など

　コネクタの機能は単純ですが、接続部品であるコネクタに不具合が起きると、モジュールが機能しなくなります。
　私たちヒロセグループは「信頼」を大切に、顧客の期待に応え・超える差異化製品の創出を目指しています。

タッチパネル接続

カメラ接続

バッテリー接続

USBなどの外部接続

ディスプレイ接続

人への貢献

環境への貢献

技術への貢献

▶作業安全性への配慮
▶生産性の向上（作業スピードup、作業簡素化）

▶資源の有効活用（廃棄物削減、長寿命化）
▶エネルギー転換の促進（化石燃料から電気へ）

▶分業生産の発展
▶既存の技術・物的資産の活用
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コネクタの貢献

コネクタはあらゆる電子機器・設備に
不可欠な存在であり、社会のデジタル化に伴い
活躍の場が広がっています。
コネクタは主に電気を「つなぐ」「切り離す」ための部品です。一般に馴染みがあるのはケーブル接続コネクタで
あり、コンセントもコネクタの一種です。しかし、実は皆さんの目に触れない機器内部にもコネクタは多数使用
されており、社会のデジタル化・電子制御の発達により、今まで以上に需要が増大しています。

コネクタの役割と活躍



1973

2022

2005

1990

1937

1960年1950年1937年

「英知をつなげる小さな会社」
スローガン発表

1,832億円

25.5%
営業利益率

売上高

1,000億円
売上高

500億円
売上高

創業

スマートフォン
市場での拡大、
一般産機市場への
取り組み強化

自動車市場への
本格的取り組み

1970年 1980年 1990年 2000年 2010年 2020年

■ 売上高　■ 営業利益　　 営業利益率

電話機用
コネクタで成長

通信機器、
コンピューター
市場での成長

民生市場、パソコン、
事務機市場での拡大

携帯電話市場での
大躍進

1937年～1950年代 1960年代-1980年代 1990年代-2000年代 2010年代～

社会ニーズ
への対応

◦�欧米諸国に対する日本の技術格差
◦�日本の戦後復興

◦�高度経済成長による大規模な通信インフラ整備と
　それに伴う作業者の不足

◦�通信網の発展による国際分業の発展
◦グローバル市場の拡大による大量生産・消費社会

◦�あらゆるものが通信でつながる社会
◦�各市場での電動化・電子化の拡大

私たちの
貢献

米国の払い下げ品を使用していた無線機を国産化する防衛
庁方針に共鳴。中小企業の無謀な挑戦とされつつも、初の国
産化コネクタを開発し、国産技術の獲得に貢献しました。

電話機の急速な普及に
伴い、電話装置の設置
効率化は喫緊の課題と
なっていました。そこ
で、機器間接続のコネ
クタ化を提案した結果、
日本電信電話公社（現
NTT）の標準コネクタ
として採用されました。

携帯電話の普及によって、電子機器は一人一台の時代となり、桁違
いの大量生産が求められました。

当初は切削による小ロット生
産であったアンテナコネクタ
をプレス生産化によって大量
生産を実現。
大幅な製品の小型化とコスト
ダウンを成し遂げ、業界のデ
ファクトスタンダードとして
後の無線接続の発展に貢献し
ました。

電子部品の応用範囲が広がる中、分野横断的に共通の技術トレンド
はありつつも、使用環境に合わせた仕様が求められています。
◦�自動車の耐熱・耐振動への対応
◦�ロボットによる自動組立に適した設計

物資不足で十分な設備もない中でアイデアを駆使し、こ
れを契機に模倣からオリジナル製品化への大方針を打ち
出しました。

それにより作業性の向上と故障箇所の特定迅速化が実現
し、ライフラインである電話網の発達を支えました。

同時に、リアルタイムコミュニケーションの発展による国際分業
を支える役割を担いました。

私たちは3本柱（民生・自動車・一般産機）戦略による幅広い市場か
らの知見を得て、これまでにない新しいコネクタを生み出し、社会
の発展に貢献しています。

真空管の時代 IC（集積回路）の普及

価 値 貢 献 の 歴 史

切削同軸コネクタ　BNCシリーズ 角型インターフェース　
1300シリーズ（ミニコンV）

フローティング基板対基板　
FX26シリーズ　

ワンアクションFPC　
FH72シリーズ

電力消費が大きい真空管によって、耐熱＆耐電圧が
求められ、大型のケーブルコネクタが主流。

ICによる低電圧化とプリント配線板の発達により、
小型な基板コネクタが誕生。電子機器も小型化。

コネクタの狭ピッチ＆小型化が進展。実装自動化と搭載
部品増により、機器の高機能化・大量生産が実現。

基板上の信号がGHz帯を超え、高速高周波特性を
意識したコネクタが進化。電子機器の高速化が加速。

基板への表面実装技術が普及 高速高周波技術の発達
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価値貢献の歴史

小型プレス同軸　FLシリーズ



2 0 2 2 年 度 振 り 返 り と 中 期 の 取 り 組 み

　2022年度の業績は売上高1832億円/営業利益率25.5%となり、過去最高の売上高と営業利益額

を達成しました。COVID-19による部材不足が起こり始めた2019年度の売上高1218億円と比較し

て1.5倍の規模となった一方で、お客さまからは「コネクタの供給が足りない」とお叱りを受け、安

定供給がいかに大切かを痛感させられた時期でもありました。私たちの商品であるコネクタという

電子部品は標準品だけでなく、お客さまの機器に合わせて膨大なバリエーションが必要なものです。

サプライチェーンの混乱や業界の成長局面において、供給逼迫しやすい性質をもち、需要変動に対

する柔軟な生産体制および変化に対応する組織力が極めて重要です。

　これらを受けて中期の重要取組では、[車載][産業機器][コンシューマ]向け製品の製造技術力を増

強するために、郡山新工場の建設およびヒロセコリア精密センター・工場の増築を行います。現状

は在庫調整による受注減があるものの、中期的にはコネクタの必要性は高まると見ており、将来へ

の投資の手は緩めることなく継続します。また、投資効率向上に向けた設備汎用化を促進するため、

自動機の開発・製造のコア機能として「東北アドバンスト・テクノロジーセンター」を設立し、商

品創出の原動力としての生産技術力強化と技術者育成に力を入れます。同時に変化対応力を高める

ために、インフラ面ではSCMシステムの刷新を中期的に計画しており、供給スピードと変動対応力

を高めてビジネスを支える基盤の強化に努めます。

ビ ジ ネ ス の 中 核 と な る 差 異 化 製 品 に つ い て

　加速する技術革新に伴い、新たなコネクタを求めるお客さまの声はさらに強まっています。民生

機器は私たち一人ひとりのライフラインともいうべき存在へ発展し、自動車はCASEという100年

に一度の変化点を迎えています。さらに産業機器はこの影響を受けるとともに、DX・GX・SXの流

代表取締役社長　
石井 和徳

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ
T o p  M e s s a g e
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顧客、協力会社をはじめとした
ステークホルダーの「知」をつなぎ、
皆さまの期待に応え・超える
差異化製品を生み出しつづけます。



れに対応した機器へと進化しています。あらゆる分野において電子化・電動化・ネットワーク化が

進展し、信号と電力をつなぐ部品であるコネクタへの期待が高まっています。そうした期待に応え

る・超える差異化製品を新たに生み出すことこそが私たちの使命です。

　また、2022年11-12月に4日間にわたって、ヒロセ技術展を開催しました。この技術展は「新製

品と未来のコンセプト品中心の展示」「説明員は全員技術者」であることを特徴とし、招待制のクロー

ズドなイベントです。差異化製品による高付加価値を目指すヒロセグループにとって、技術者がお客

さまと未来の機器について意見交換を行う貴重な機会となっています。会場ではウェアラブル機器・

自動車・産業機器等の多様な実機展示を行い、異なる業界の設計思想から新たな着想を得たお客さ

まからも、多数のフィードバックが寄せられました。3年毎に開催していますが、15回目となる今回

は国内海外合わせて約7,700名のお客さまにご来場いただいています。こうした大規模な展示会開催

には大変なエネルギーを必要としますが、それ以上に数千名にも及ぶお客さまの声を技術者が直接

聞くことができるのは、何物にも代えがたい価値があります。つなぐ部品であるコネクタにとって、

搭載される機器開発者の方々の「知」は不可欠なものであり、『お客さまを知る』ために様々な形の

顧客密着に取り組んでいます。

企 業 理 念 と H I R O S E  P h i l o s o p h y に つ い て

　ヒロセグループには「英知をつなげる小さな会社」という企業理念があります。先に述べました

ように、差異化製品の開発にはお客さまの「知」が不可欠です。私たちの強みとして、3本柱戦略に

よる民生・自動車・一般産機の幅広い市場基盤があります。これにより、異分野の機器設計からも

ヒントを得て、最適なソリューションをお客さまに提供しています。さらに、そうしたソリューショ

ンの基盤技術はプレス・成形・めっき・組立といった技術をもつ協力会社との共創によって生まれ

ます。お互いの得意とする技術やコネクタ以外の業界の「知」を組み合わせ、新たなモノづくり方

式を生み出していくのです。ヒロセグループの成長は自前では成り立つことがなく、常に自らを

「小」と捉え、素直で謙虚な姿勢で社内外の英知をつなげることがヒロセ人として求められることで

す。そのため、ヒロセグループの技術者は設計だけでなく、積極的な顧客訪問をセールスと一緒に

行い、セールスも担当分野外の知識を学んで顧客提案の幅を広げています。英知をつなぐためのチー

ム力こそが私たちの強みであり、競争力の源泉です。

　この企業文化を言語化したものがHIROSE Philosophyです。変化が激しい時代であり、まして

やコネクタはお客さまの機器動向に左右される部品なので、従業員一人ひとりが高い感度をもって

自律的に活動することが必要です。HIROSE Philosophyはそうした「考え方の軸」「行動の軸」

となります。このHIROSE Philosophyを軸とするチーム力こそが私たちの強みですが、

COVID-19を契機としたニューノーマルの到来や、事業戦略を民生中心から3本柱へシフトさせた

ことに伴い、HIROSE Philosophyの理解・浸透にアップデートの必要性を感じています。そのた

め、2023年度はHIROSE Philosophyの伝承・進化活動の再スタートを計画しました。伝承・進

化活動はPhilosophy委員会を中心に行いますが、私もグローバル各拠点をまわって、現地のリー

ダークラスとの対話を通じて伝承を行います。企業文化はいかなる戦略にも勝る成功の原動力であ

り、その実践こそがヒロセグループの目指す姿であると考えています。

今 後 に つ い て

　先日、あるグローバルトップメーカーのお客さまに、たくさんあるコネクタメーカーの中でなぜヒロ

セグループという日本メーカーを選んでいただけたのか、ストレートに問いを投げかけました。それ

に対し、「あなた方は技術・モノづくり力に優れ、約束を守り、価値観を共有できる唯一のメーカーで

ある」とのお答えをいただきました。お客さまへ価値ある商品を提供して信頼を得ることがまさにヒ

ロセグループの本質であり、国を越えて価値観を共有できたことを嬉しく思いました。私たちが80年

以上の歴史を紡いでこられたのは、こ

の信頼を疎かにしなかったためです。

　2023年度は中期経営目標として

「売上高の継続成長と営業利益率

25%超の高収益体質」を掲げました。

こうした高い営業利益率を求め続け

るのは、ヒロセグループはお客さま

の期待に応える・超える新商品を生

み出しつづけ、お客さまの信頼を獲

得するという意思表示です。今後も

企業理念とHIROSE Philosophyを

軸とし、新たな価値を生み出す企業

としてお客さまや社会に貢献してま

いります。

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

T o p  M e s s a g e
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ヒロセ

顧　客

協力会社 従業員

地域社会

株　主

活き活きプロジェクトでは組織を越え
たコミュニケーションの促進および従
業員のワークライフバランスの充実を
主な目的として、若手中心に自発的な活
動を行っています。メンバーの発案で
「ベースカラー診断会」を企画した際に
は、プロ講師の診断による自分に似合う
色を話題に、日頃接点のない従業員同士
で交流が生まれていました。こうした活
動を通じて働きやすい職場風土を醸成
しています。

活き活きプロジェクトによる従業員向けイベント開催

子供向けワークショップ開催

地域と協力して、近隣にお住まいの家族
を対象とした知育イベントにも参加し
ています。リサイクルパーツを使って
モーター駆動のミニカーをつくるワー
クショプを企画し、子供たちと一緒に組
み立て体験を行いました。コネクタに
よってミニカーの部品をつないでいく
ことを通じて子供たちがモノづくりに
興味をもち、私たちメーカーと地域社会
が共に発展することを願って活動して
います。

 健康経営の推進
 従業員主体の活き活きプロジェクト
 HIROSE Philosophyの伝承・進化

 グループ調達方針の共有
 QCサークルの開催
 業務改善事例の共有

 子供向けワークショップの開催
 学生の文化活動に対する製品の無償提供
 地域のスポーツチームの支援

 ヒロセ技術展の開催
 技術交流会の開催
 共同開発

従業員が活き活きと最大限の力を発揮し、
従業員と会社が共に成長できる職場をつくりあげる

ヒロセグループの財務・非財務情報について、
資本市場との対話を通じて中長期的な企業価値の向上を目指す

協力会社とヒロセグループの英知をつなぎ、
お互いの技術を活かしながら共に成長する

地域社会の一員として、
ヒロセグループ・社会の持続的成長を達成する

コネクタメーカーの知見を活かしたソリューション提案により、
便利で持続可能な未来をお客さまと共に実現する
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ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 共 創

ステークホルダーとの共創

「共創」はヒロセグループの不変の理念である「英知をつなげる小さな会社」の実践です。
ステークホルダーの皆さまの声を聞き、自社と社外の英知をつなぐことで
新しい価値を共創し、企業価値の向上を目指します。

ヒロセグループでは、各工場だけではなく協
力会社も含めたQCサークル活動を推進して
おり、拠点毎に活動結果の発表会を設け、定
期的に活動状況のフォローをしています。各
製造拠点の優秀チームを集めた全社QC
サークル大会は、2008年度に第1回を開催
してから、2023年8月には第16回を迎えま
した。メンバー全員の協力と知恵の結集によ
る改善活動を通じて、協力会社も含めた個々
人の成長、品質意識の向上を図り、職場の活
性化、会社の持続的成長を目指しています。

3年に一度のヒロセ技術展が2022年度は
「“つなぐ”から未来が創られる」をテーマに、
横浜と大阪で開催されました。説明員はす
べてヒロセグループの技術者であり、ご招
待したお客さまと技術者同士の意見交換が
あちらこちらで行われました。異なる分野
のトレンドに触れ、新たな着想が得られる
と好評で、COVID‑19前に開催した2019
年対比で約15%増の7,686名様のご来場
者を集めました。

QCサークルの開催

2022年度ヒロセ技術展開催



豊富な提案
ソリューション拡充
（製品点数50,000点）

お客さまとの
信頼関係構築

グローバル
供給体制増強

グローバル
人財の育成

安定的な
高収益実現

電子機器の
進化

作業工数削減による
省人化への貢献

エネルギーの
電化促進

電子機器の
修理メンテナンス性

向上

小型化による
省エネルギーへの

貢献

社会への貢献

“つなぐ力”で
未来社会を
共創する

企業理念 HIROSE
Philosophy

ありたい姿
“つなぐ力”で
未来社会を
共創する

英知をつなげる
小さな会社

柔軟な生産体制

生産現場での
検証・フィードバック

モノづくり思想の展開

3 本 柱 の 市 場 基 盤

チャレンジする風土 高収益を目指す姿勢 チームワーク文化

価値の基盤

グローバル顧客基盤

顧客数：3,000社以上

技術開発志向

研究開発費：約120億円／年

安定的な財務体質

平均営業利益率（30年間）：26.1%

自然資本

CO2排出量：約 4.6万t-co2

HIROSE Philsophyを共有する人財

従業員：約 5,000名

グローバルネットワーク

拠点：世界15ヶ国・地域に55拠点

協力会社：800社以上

事業活動

英知を
つなぐ 高付加価値 スモールの

思想
先行、先端、

差異化  少数精鋭 ハイフライヤー
であり続ける

6つの価値観

小型汎用設備
モノづくり

協力会社
ネットワーク

key technology
高速

高周波
ハイパワー

小型化

民生

自動車 一般産機

オリジナル
差異化製品

リーディング企業
への顧客密着

幅広い
用途開発

知見を
フィードバック

仮説検証
サイクル

3C＋1C視点

＋1C（Co-Operator）連携
半導体/ケーブル/基板メーカー等

の創出
つなぐ力をキーワードに
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価 値 共 創 モ デ ル

価値共創モデル



代 理 店 中 心

既 存 製 品 の 拡 販バ リ エ ー シ ョ ン 開 発

ヒロセグループの特長

コネクタ市場
製品の育成とソリューション拡充

営業利益率の推移（30年間）

❶	製品特性
　 多種多様な要求に応えるため、膨大な品種が存在
❷	競争環境
　 専門的な知見を高めるために
　 各社はターゲット市場を定めて活動

規模の拡大よりも高付加価値を追求
▶ 技術変化が起きる市場に集中し、いたずらに売上規模は追求しない
▶ 経営層もプライシングに関与し、顧客・市場からの評価を製品レベルで精査

オリジナル差異化製品を志向
▶ �HIROSE Philosophyによる理念化
▶ �技術部門は製品別組織とし、技術力の専門性を追求
▶ �3本柱により多数の顧客ニーズを集約し、仮説検証
を行う仕組みを構築（例.3年毎のヒロセ技術展）

▶ �豊富な研究開発費と安定した財務基盤

需要変動に強い体制
▶ �協力会社ネットワーク
▶ �小型汎用設備による柔軟な生産品種

自社技術と協力会社知見の融合
▶ �ヒロセグループならではのモノづくり思想の…
創出と生産現場での検証を通じた発展

▶ �協力会社の知見を得て共同での研究開発

マネジメント

マーケティング・研究開発 モノづくり
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例.小型化が進む民生機器に
世界最小の

先端コネクタを提案

差異化コネクタを
先端メーカーに提案

新しい価値の
提案

用途開発による
他市場展開と

製品へのフィードバック

顧客の知見を
つなぐ

幅広い顧客ニーズに
応えられる

製品群の供給体制

豊富な
ソリューション

提供

製品
開発 オ リ ジ ナ ル 差 異 化 製 品

チャネル 直 販 中 心

製造 内 作
外 作

コネクタの搭載機器に応じて
多種多様な市場・顧客要求

産業用PC、POS、セキュリティカメラ

ドローン、LiDAR、DSC

スマートフォン、ウェアラブル機器

製品群の拡充

先端顧客の知見と採用実績
電気的
特性

伝送特性追求と構造の制約

強度と
サイズの制約

伝送特性追求と
サイズの制約

機械的
特性

サイズ

価 値 共 創 の 仕 組 み 1

1817 Hirose Electric Co., Ltd. Integrated Report 2023

0

10

20

30

40

1993 2000 2005 2010 2015 2020 2022

営業利益率

営業利益率20%

（％）

（年度）

価値共創の仕組み1



マーケティング・研究開発 モノづくり

ゼロイチ祭り

ヒロセ技術展

3年サイクルで実施

コンセプト
新製品 顧客の声

19年度

6,704名

22年度

7,686名14.7%
増

コンセプト
新製品

信頼される
品質の実現

一貫生産の思想

精密金型 小型設備

▶高精度部品による組立の安定
▶一貫生産による工程改善サイクル

需要変動に強い
生産体制

▶柔軟な生産品種の切替
▶機動的で迅速な設備導入・展開

ムダの削減

▶作りすぎのムダ防止
▶小型設備による省エネルギー化
▶部品輸送のムダ削減

人に優しい作業環境

▶安全で負担の少ない作業工程
▶騒音も匂いもないクリーンな環境
▶誰でもメンテナンスが可能

価 値 共 創 の 仕 組 み 2

▶未来志向による技術展
　展示品の大部分が新製品・開発中製品・コンセプト品となる
ため、お客さまの未来の製品着想につながります。

▶豊富な採用事例（実機）展示
　お客さまのご協力のもと、民生・自動車・一般産機の各分野
での採用セット（一部は分解展示）を展示します。

▶専門知識をもつ技術者が展示解説
　説明員は開発技術者が担当するため、技術者同士の意見交
換により、専門的な情報を収集できます。

※2021年度はCOVID-19の影響により、リアルとVR展示のハイブリッド開催

※招待制によるクローズド開催

 �2022年度 第15回ヒロセ技術展開催
▶横浜	 会期：2022年11月10日（木）-11日（金）
	 会場：パシフィコ横浜ノース棟
▶大阪	 会期：2022年12月8日（木）-9日（金）
	 会場：グランキューブ大阪

ヒロセグループの3本柱戦略では民生・自動車・一般産機という性質の異なる市場に多様な製品を提供するため、
変種変量生産の力が必要とされます。この核となるのが小型設備と精密金型によるモノづくり思想です。

　思想の原点は、小型精密金型を得意とする協力会社から「原理原則を突き詰め、ムダを省けばモノは小型になる」と教えを受け
たのが始まりです。コネクタの形状を形づくる設備パーツ以外はすべてムダという発想で、組立設備と金型の小型化を追求して
きました。コネクタを形作る最低限のエネルギーで効率よく加工するために、設備パーツは高精度で考え抜かれた設計で成り
立っています。大型設備による大量生産が効率的であるという考えに対し、設備の小型化を追求したところにヒロセグループ独
自の強みがあります。小型化によって、設備導入・展開および段取替えによる生産品種の切替が柔軟に実現でき、変種変量生産を
支える重要な要素となっています。

　また、小型を追求した結果として生まれたのが、各工程から組立までを集約する「一貫生産」の思想であり、ヒロセグループの高
い品質を実現する核となりました。一貫生産は目の届く範囲に生産ラインを並べることで各工程の課題が一目で把握でき、モノ
づくり改善サイクルを高速でまわすことを可能とします。大型設備ではその振動影響から生産ラインを離したり、金型運搬にク
レーンを用いるなど大掛かりな改善が必要ですが、ヒロセグループの小型設備はそうではありません。誰でも扱える設備とする
ことで、「異常があればラインを止めて改善」のモノづくり原則を守ることができ、世界の先端メーカーから信頼される品質の基
礎となっています。

 �ヒロセ技術展（プライベートショー）による仮説検証
　未来の機器に必要とされるコネクタの仮説を新製品・コンセプト品展示を通じてお客さまに紹介し、
新たなニーズへの気づきを得る場としています。

 �ゼロイチ祭り（2021年度）
　チャレンジする風土を醸成するため、アイデアを自由に表
現して披露する社内イベント
▶技術者主催の社内展示会（実行委員は若手技術者が中心）
▶出展資格は年齢・役職・部署の縛りなく、自由参加
▶展示物はコネクタに限らず、ソフトウェアやアイデアも可
▶参加者による投票を行い、優勝者を表彰

ゼロイチ祭り

ヒロセ技術展

3年サイクルで実施

コンセプト
新製品 顧客の声

19年度

6,704名
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モノづくり
思想の展開

生産現場
での検証・
フィードバック

▶高精度部品による組立の安定
▶一貫生産による工程改善サイクル

需要変動に強い
生産体制

▶柔軟な生産品種の切替
▶機動的で迅速な設備導入・展開

ムダの削減

▶作りすぎのムダ防止
▶小型設備による省エネルギー化
▶部品輸送のムダ削減

人に優しい作業環境

▶安全で負担の少ない作業工程
▶騒音も匂いもないクリーンな環境
▶誰でもメンテナンスが可能
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▶騒音も匂いもないクリーンな環境
▶誰でもメンテナンスが可能

ヒロセ技術展の特徴

来場者数
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製品の育成とバリエーション展開

まず、DF40シリーズの
簡単な紹介をお願いします。

W.F.  DF40シリーズは、電子機器内部の基板と基板（FPC含
む）を直接つなぐコネクタです。基板を分割してレイアウトで
きるため、お客さまの電子機器の小型化や形状の自由度向上
に貢献します。コネクタ自体のサイズは、製品にもよりますが
米粒程度の小型のものです。
　2005年に開発して以来、18年が経ったいまでも売上が伸
び続けているロングセラー品ですね。用途は、最初はデジタル
カメラに始まり、ノートPCやスマートフォン等の民生品に
広がって、いまでは車載カメラや一般産機向け等のあらゆる
用途に広がっています。

技術が進歩する中で、なぜ長期にわたって
幅広い市場で使用されるのですか。

N.Y.  お客さまにとって、DF40はちょうど扱いやすいサイ
ズなのです。つなぐ部品であるコネクタは、基板への実装やコ
ネクタ同士の嵌合を行うため、コネクタが小さすぎると作業
性が悪くなります。DF40より小さいコネクタは現在では
多々ありますが、電子機器の内部スペースに適したサイズが

ています。開発のネタをいただけるお客さまとの出会いは本
当にありがたいですね。

最初の採用のキッカケについて
おしえてください。

N.Y.  最初の採用はデジタルカメラ向けでした。DF40は小
型という特長だけでなく、コネクタのプラグ（オス）・レセプタ
クル（メス）側それぞれに突起をつけることで、落下時にその
衝撃を突起部が受けて吸収してくれる構造になっています。
デジタルカメラは購入ユーザーが落下させるリスクもありま
すから、これが歓迎されて採用に至りました。

W.F.  ヒロセの技術者は「設計時に必ず一つは差異化ポイン
トを盛り込め」と言われつづけていますからね。技術トレンド
だけではない工夫もいれています。

N.Y.  あとは、対応スピードも早かったですね。当時もお客さ
まの開発終盤の土壇場でコネクタの要求仕様が変わりました
が、短期間でバリエーション開発をして、製品を納入できたこ
とが貢献しました。デジタルカメラは春と秋にそれぞれ新モ
デルを発売するので、モデルに合わせてコネクタの高さや芯

求められるので、幅広い分野を見渡すとDF40サイズの需要
が高いということです。
　あとはシリーズとして、製品バリエーションが多いことが
強みですね。一般的に電子機器の開発では、まず半導体を中心
に設計を進めて、最後に空きスペースとセットの組み立てや
すさを考慮して、コネクタの仕様が確定します。当初要求され
ていたコネクタの仕様が土壇場で変わるのはよくあることで、
スピード対応のためにバリエーションがあらかじめ揃ってい
ることは、お客さまにとって非常に利便性が高いのです。

幅広い製品バリエーションが強みとのことですが、
それを狙って開発したシリーズなのでしょうか。

W.F.  いや、当時はそこまでは考えておらず、結果としてそこ
まで製品が育ったという理解が正しいです。ヒロセはオリジ
ナル開発を重視する企業なので開発段階ではお客さまもつい
ておらず、バリエーションもそこまでは用意してはいません
でした。高密度な基板設計に向けた小型コネクタとして技術
トレンドから開発し、ヒロセ技術展で招待したお客さまに紹
介しながら、その感触を確認していましたね。そこでDF40を
気に入ってくれた最初のお客さまから要望を多くいただき、
それに応えて製品バリエーションを揃えたことが基盤となっ

数違いのバリエーション品が求められます。当時は3ヶ月程
度で金型を起工して量産立上げまで完了するという超短サイ
クルでまわしていましたね。これは技術や製造のバックアッ
プがあってこそでした。コネクタは最後に決まる部品なので、
限られた時間の中で部門横断チームワークによってスピード
対応できることがヒロセの強みですね。

W.F.  スピードは確かにそうでしたね。そのためにはタイム
リーな情報収集が大切なのですが、私が訪社するたびに設計
キーマンと面談することができ、営業が構築したお客さまと
の信頼関係が強いことを感じました。お客さまが進めている
設計に対してコネクタにどのような影響が出るか、密な情報
交換ができていたおかげで、こちらもスピード対応の体制が
構築できました。

N.Y.  技術者は技術者同士で話すのが一番なので、営業はコー
ディネーターの役割ですよね。設計キーマンの重要性はいうま
でもないですが、コネクタは嵌合や基板実装等での作業性も重
要です。お客さまの製造現場にも訪れて、工場や品質管理部門
の方にも幅広く製品をPRしました。当時、お客さまからは「ヒ
ロセからもらった名刺が一番多い」と言われるほどでしたね。
コネクタという機構部品は様々な人が関わるビジネスなので、

製 品 の 育 成 と バ リ エ ー シ ョ ン 展 開対 談
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ヒロセグループのビジネスモデルはコネクタという電子部品の特徴と強い関係があります。
ビジネス理解の一助としていただくため、代表製品である「DF40シリーズ」を題材とし、

当時の設計者とセールス担当の対談をお届けします。

技術部門
部長

W.F.

営業部門
部長

N.Y.
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やはり営業は顧客密着が欠かせません。

モノづくりでの苦労はありましたか。

W.F.  コネクタでは初となる一体成形後めっきによるモノづ
くりにチャレンジしたので苦労しました。一体成形は成形金
型内に端子を整列した状態で樹脂を流し込んで一体化する技
術で、ケースに端子を組み込む従来のモノづくりより小型化
が実現できます。当時の私たちにとっては経験の浅い技術で
あり、一体成形の経験が豊富な協力会社の知見を借りて実現
しました。
　これに加えて、一体成形後に金めっきするという技術も盛
り込んで、めっき工数の削減と必要箇所のみ綺麗にめっきす

て、これまでよりも小型なコネクタの需要が生まれており、い
まはこの領域で拡大しています。民生市場での競争でQCDを
磨いてきたコネクタなので、自動車顧客にもメリットと感じ
てもらえたのでしょう。自動車向けは耐熱が重要なので、端子
の材料と形状を変更したバリエーションを開発しました。こ
れらは開発当初からの計画ではないので、幅広い市場への営
業・マーケティング活動から生まれた用途開発です。DF40は
この広がりが膨大で、小口案件も含めてこちらで把握しきれ
ないほどのお客さまがいらっしゃいますね。

N.Y.  コネクタという部品がユニークなのは、昔の製品が使
われつづけることですね。いまの最先端品からするとDF40
は大きいくらいですが、機器のスペースに余裕があればむし
ろDF40のほうが使いやすいのです。サイズも手頃で頑丈な
ので、組み立てが容易です。常に最先端品に取って代わられる
わけではないのは、機構部品であるコネクタならではの特徴
だと思います。長い生産実績があるものは改善が進んで不良
が起きないのも強みですね。

DF40の経験から今後については
どのように考えていますか。

N.Y.  ヒロセのよさはバリエーションを揃えて、持ち続けて
いることだと思います。電子機器の進化は必ずしも一方通行
ではなく、新しい機能をもったモジュールが生まれたときに
は、それに適した過去のコネクタが見直されることがありま

ることを実現しました。これもめっき協力会社と一緒に取り
組んでパテント化しています。この技術は小型化が進む現在
ではさらに重要となっており、爪先ほどのサイズの小型コネ
クタでヒロセが圧倒的な品質評価をいただき、他社がマネで
きない差異化の源泉となっています。
　その他の工夫としては、コネクタのプラグ（オス）側を共通
部品にしているので、コネクタの高さ違いのバリエーション
が増えても、レセプタクル（メス）側だけの変更で済むよう効
率的な設計にしていましたね。

デジタルカメラ以降はどのように
他の用途へ広がったのでしょうか。

W.F.  基本的には民生系の機器が小型化で先行して、他の市
場も追随していきますから、順番に市場が広がっていきます。
製品サイズの面ではそのようなトレンドがありますが、市場
ごとにコネクタへの要求は異なるので、対応した製品バリ
エーションを増やしています。デジタルカメラの次は海外の
ノートPCでしたが、ディスプレイ接続用に高速性能とノイ
ズ耐性を求められて、金属シールドや高速特性を考慮した端
子設計に変更しました。高さや芯数違いの開発よりも難易度
が高いですが、現地駐在の設計者と連携して顧客密着でやり
ましたね。これに関しては、需要があるだろうと当初から狙っ
ていました。
　一方で、車載カメラ向けの需要などは開発時には考えても
いませんでした。近年の車載カメラの発展と数量増加に伴っ

す。いまの売れ筋製品だけに集中していては、DF40のような
シリーズには育ちません。お客さまにタイムリーに提供する
ためには、こうした蓄積が大事だと考えています。

W.F.  電子機器の内部コネクタは分野を越えて様々な用途に
使われますが、DF40には私たちも把握できないくらい多数
のお客さまがいらっしゃいます。オリジナル製品を育てるに
は、やはり幅広い市場ニーズを把握することが大切で、こうし
たお客さまの声を集めて次のDF40となるシリーズを育てた
いと考えています。また、新しいオリジナル製品を生み出すに
は多くの失敗が付き物なので、それを恐れない風土も大切に
したいですね。
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限られた時間の中で
部門横断チームによる
スピード対応がヒロセの強み。

オリジナル製品を育てるには、
幅広い市場ニーズの把握が大切。
次なる「DF40シリーズ」を育てたい。
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メガトレンド ヒロセグループ＆コネクタの特性 リスクと機会 取り組み

  人口動態の変化  
世界レベルでの人口増および

先進国を中心とした少子高齢化の進行

▶�ヒロセグループは少子高齢化の課題先進国である日本に 
研究開発と本社機能をもち、国内生産比率も約50%

リ
ス
ク

◦�生産年齢人口の減少による労働力不足
◦�人財獲得競争による人件費増加
◦�消費者の購買力低下による市場縮小

◦�人財育成深化の取り組み…
（人的投資の強化）
◦�スマートファクトリーの変化点に
注目した産機コネクタ開発強化
◦�変種変量生産に対応した生産方
式および汎用化の推進

機
会

◦�工場の自動化＆無人化推進による機器の進化とコネクタ需要増加
◦�工場以外の領域（物流・医療・農業等）での自動化進展による市場拡大
◦�人の機能を拡張＆代替する新しい機器の登場

  気候変動  
世界の気候変動課題に対する

緩和策・適応策の実行による脱炭素社会の到来

▶�コネクタは主に電気エネルギーを用いて生産
▶�ヒロセグループはグローバルリーディング企業との顧客基盤を構築

リ
ス
ク

◦自社の対応力不足による顧客からの信頼低下
◦気候変動から生じる感染症、水害による自社拠点への影響
◦乱立する規制への対応によるコスト増

◦�CASEに伴う変化点に合わせて
自動車分野を3本柱に育成

◦�自社拠点の積極的な再エネ導入
とイニシアチブ対応
◦�水害リスクの高い郡山工場の移転機

会

◦�化石燃料→電気へのエネルギー転換によるコネクタ使用量の増加（EVが代表例）
◦蓄電池等の電力インフラ整備に伴うコネクタ需要増加
◦エネルギーマネジメントや省エネによるセンサー・IoT機器等の需要増加

  資源循環  
世界的な人口増および大量消費社会が

引き起こす資源不足の
課題に対する循環型社会の到来

▶�コネクタは主に樹脂と金属部品（＋めっき）から構成

リ
ス
ク

◦�リサイクル要望への対応不足による顧客からの信頼低下
◦�工場の排水・廃棄物による環境負荷影響 ◦�小型化技術の強化

◦�めっきの節水技術と排水管理
◦�粉砕再生材料の使用促進

機
会

◦�不良が起きない高品質製品に対する需要拡大
◦�小型化技術の追求による省資源化により製品の訴求力強化

  テクノロジーの非連続的発展  
デジタル化の進展を目指し、

AI、IoT、5G、AR/VRの各種技術の発展と
それに伴う情報量の爆発的増加

▶�コネクタは電気の通り道および機能モジュールの接続部品として、
　各市場の電子化進展とともに発展
▶�ヒロセグループは3本柱（民生・自動車・一般産機）の幅広い
　市場において、4つのKeyTechnology（高速・高周波・
　ハイパワー・小型化）を中心に展開　

リ
ス
ク

◦�市場構造の転換による既存の優位性低下
◦�ハードからソフトへの付加価値移転リスク

◦�3本柱戦略による事業ポート
フォリオ構築

◦�解析シミュレーションによる高
速伝送ソリューションの提供
（ソフトとハードの融合）機

会

◦�アプリケーションの多様化によるコネクタ品種の増加
◦�分野を越えたテクノロジー進展により、3本柱の知見展開
◦�情報量の爆発的増加によりコネクタの高速技術需要の高まり

  世界の分断  
国家間の政治問題による
他国の排斥や規制の強化。
紛争等による生産・物流の混乱

▶�ヒロセグループは海外販売比率 約80%
　生産および販売拠点を世界15ヶ国・地域に55ヶ所展開

リ
ス
ク

◦�グローバルサプライチェーンの混乱による調達リスク
◦�国内企業優遇（ローカル化）によるグローバル企業の価値低下 ◦�ヒロセコリアとの連携強化

◦�複数国生産、ストックポイント
の推進とそれに適した次世代
SCMの開発機

会
◦�サプライチェーンのレジリエンス強化による顧客からの信頼獲得
◦�顧客のサプライチェーンを支えるグローバルサポートの期待感の高まり

  価値観多様化と人権意識の高まり  
ダイバーシティ化を前提として、

ワークライフスタイルや個人の嗜好の多様化

▶�HIROSE Philosophyにのっとり、多様なパートナーと
　英知をつなぎ、オリジナル差異化製品の開発を重視
▶�従業員約5,000名のうち、約80%が海外拠点の人員であり、
　多様な価値観をもつ従業員がグローバルで存在

リ
ス
ク

◦�求心力低下による分野横断・機能横断の実行力低下
◦�多様化するニーズを背景とした商品トレンドの予測外れ
◦�人権問題発生による企業価値へのダメージ

◦�HIROSE Philosophyの伝承
◦�顧客接点の強化…
（例.ヒロセ技術展の開催）
◦�健康経営の推進
◦�RBA監査による人権リスク評価
とガバナンス

機
会

◦�個人の嗜好を反映した電子機器の多様化と市場の広がり
◦�優秀な人財獲得によるイノベーションの進展
◦�人権尊重による顧客からの信頼獲得と従業員のロイヤルティ向上
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